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<はしがき>

アノレツハイマー病の原因遺伝子であるプレセニリン Preseniloinl(PS1)は、アミ

ロイド前駆体蛋白 APPから Asへの切り出しにかかわっているのみならず、多く

の基質を切断し、シグナル伝達にかかわっているとされる。この未知のシグナ

ル伝達を明らかにし、アノレツハイマー病の病態との関連を考察する。
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